
第
一
に
軍
事
的
優
秀
性
に
基
礎
づ
け
一
5
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
然
る
に
廻
航
、
兵
の
蹴
堺
的
優
秀
性
な
る
も
の
は
實
は
多
分
に
傳
讃
的
儂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

詐
な
り
し
事
、
腰
史
的
に
は
實
ば
維
饗
的
な
る
も
の
で
は
な
く
、
．
常
に
漢
民

族
の
軍
事
能
力
の
漕
長
に
獅
慣
し
て
の
相
番
的
優
想
望
に
止
偏
れ
る
も
の
な

り
し
事
が
次
第
に
暴
露
せ
ら
れ
る
に
充
り
、
途
に
髪
賊
の
㍊
を
寧
、
機
と
し
て

漢
人
を
自
衛
に
鳳
起
せ
し
め
満
人
の
寮
事
端
白
党
性
は
殆
ん
ど
杢
く
璽
失
せ

ら
れ
て
清
覇
支
那
支
配
の
第
一
の
世
業
は
割
織
す
る
に
築
つ
た
の
で
あ
る
。

八
第
ご
講
、
兵
力
上
の
攣
蓬
と
方
財
政
．
面
に
於
て
は
、
話
調
な
る
節
餓
政
策

に
依
っ
て
齋
さ
れ
た
る
艘
潤
な
る
國
距
蓄
積
も
、
中
葉
以
降
芸
事
漸
く
多
端

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
末
期
漸
外
賠
償
累
積
す
る
に
及
ん
で
全
く
窪
敏
を
告
げ
、
叉
異
民
族
王

朝
な
る
が
故
に
意
識
的
に
反
復
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ゼ
ス
チ
ュ

ア
ー
酌
「
．
．
摂
政
」
と
し
て
の
廣
汎
な
る
岩
心
も
、
官
僚
の
三
審
搾
取
に
逢
っ

て
は
室
し
き
ポ
ー
ズ
と
し
て
の
み
止
ま
り
、
財
政
綿
濟
面
に
激
て
も
亦
末
期

’
的
症
歌
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
。
（
第
二
藩
、
財
政
三
指
上
の
攣
蓬
）
而
も
他

面
外
國
勢
力
の
塵
池
に
依
て
畳
醒
せ
ら
れ
し
民
族
意
識
は
排
灘
思
想
に
聴
化
、

護
馨
し
、
御
用
箱
的
〃
薫
習
”
は
勇
退
し
、
〃
宋
學
”
思
潮
は
孔
子
崇
拝
よ

り
更
に
讃
注
説
自
身
に
身
近
な
る
存
在
た
る
諸
子
の
崇
拝
へ
と
、
彼
等
の
自

我
の
主
張
を
依
托
せ
し
め
て
一
盛
の
獲
展
を
示
し
、
西
熊
共
和
主
潮
患
想
の

影
響
漸
く
顯
溝
な
る
も
の
あ
り
、
清
朝
政
禮
の
理
論
酌
基
礎
三
崩
労
す
る
に

歪
つ
た
の
で
あ
る
。
（
第
遡
彫
上
、
思
想
上
の
疑
遷
）
か
く
し
て
濡
朝
政
纏
は

革
命
思
想
の
攻
勢
の
蔚
に
や
が
て
は
崩
壌
す
可
く
蓮
命
づ
け
ら
れ
て
屠
る
も

の
と
想
定
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
（
毛
附
講
下
、
結
論
）
〔
以
上
「
清
朝
嚢
立

論
」
〕
」

紹

介

　
以
上
が
洋
髪
の
概
要
で
あ
る
が
、
木
蔭
二
篇
は
共
に
時
閲
的
制
約
の
下
に

護
表
せ
ら
れ
た
る
講
演
で
あ
る
矯
め
、
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
る
博
士
の
顯
蓄
は

．
コ
ン
デ
ン
ス
に
コ
ン
デ
ン
ス
を
加
へ
ら
れ
し
竪
蔀
そ
の
も
の
で
あ
り
、
精
粋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
櫛
、
博
士
の
繍
蓄
の
深
淵
よ
り
の
必
然
的
展
開
な
る
を
解
し
錠
．
ね
閲
々
理

論
的
飛
躍
を
畳
え
し
む
る
も
の
無
し
と
せ
ず
、
叉
挿
話
的
凸
凹
も
少
か
ら

ず
、
本
善
を
概
饗
す
る
事
ほ
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
只
、
本
書
が

清
朝
時
代
を
『
支
那
近
世
史
の
普
遍
性
と
異
民
族
支
族
て
ふ
特
殊
性
の
交
錯

せ
る
時
代
。
』
夏
に
云
へ
ば
『
折
世
』
と
，
『
民
族
意
識
』
て
ふ
二
つ
の
腿
史
概

念
を
以
て
貫
き
編
ま
れ
て
み
る
事
の
み
は
藪
旨
し
徳
よ
う
。
と
．
も
あ
れ
我
々

は
粘
土
の
獅
さ
れ
た
る
こ
れ
等
偉
大
な
る
成
果
を
「
ド
グ
マ
」
と
し
て
只
徒

ら
に
墨
守
す
る
事
な
く
、
眞
に
「
古
典
」
と
し
て
雁
史
の
中
に
正
し
く
把
握

す
可
き
で
あ
ら
う
Q
（
A
5
四
二
三
頁
・
東
京
弘
丈
堂
警
店
卸
行
・
定
値
六
團

四
五
銭
）
（
眞
島
行
雄
｝

西
洋
史
一
道
　
　
昭
和
十
七
隼
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
喬
國
大
浦
西
洋
史
研
究
蜜
編

　
京
大
西
洋
史
研
究
室
に
於
い
て
は
、
襲
に
故
時
野
谷
常
∵
．
郎
教
授
の
凹
豊
暦

記
念
に
枷
除
七
、
研
究
案
蘭
…
係
者
＝
同
の
酉
洋
史
論
文
を
集
め
て
鶯
四
洋
史
説

苑
』
を
識
し
故
搏
士
に
献
呈
し
、
客
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
、

そ
れ
に
引
馬
き
、
同
じ
く
研
究
室
關
係
者
の
諸
螢
作
を
集
め
て
成
っ
た
も
の

、
で
、
．
原
図
園
…
教
授
を
中
心
に
一
致
協
力
、
西
洋
史
鍛
焦
眉
に
つ
と
め
つ
」
あ

る
そ
の
學
的
努
力
の
成
績
で
あ
る
。
時
局
に
俘
ふ
出
版
界
の
堺
情
で
上
梓
の

換
定
が
遽
れ
は
し
た
が
、
牧
、
む
る
所
の
論
交
は
十
入
篇
の
多
壷
に
達
し
、
何

第
二
十
九
巷
　
第
四
號

九
九

（　・1　17　）
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．
留

れ
も
各
人
導
攻
の
領
域
に
於
け
る
研
究
で
あ
っ
て
、
原
数
授
の
序
に
蓮
べ
ら

れ
て
履
る
如
く
、
「
京
都
帝
亜
大
學
西
洋
史
學
徒
の
、
墨
悶
報
國
に
示
す
意
嚢

の
捻
現
」
と
し
て
、
其
の
公
刊
が
屡
界
の
内
外
に
劉
し
て
意
嚢
を
持
つ
も
の

．
と
俗
ず
る
次
第
で
あ
る
。

　
所
載
論
交
は
酉
洋
史
學
の
諸
分
野
並
に
時
代
に
亙
り
極
め
て
多
彩
で
あ
る
．
，

が
、
今
こ
れ
を
其
の
主
題
に
よ
っ
て
大
別
す
る
と
、
史
離
史
或
は
史
墨
思
想

史
關
係
の
も
の
が
最
も
多
く
、
原
博
士
の
「
ヘ
カ
タ
イ
オ
ス
研
究
一
を
初
め

と
し
て
、
．
三
喜
田
熊
蝉
氏
「
タ
キ
ト
ウ
ス
の
『
ゲ
ル
呼
、
ー
ニ
ア
』
署
作
目
的

に
卒
す
る
考
察
」
、
井
上
智
勇
氏
「
ア
ウ
グ
ス
チ
ソ
の
胚
史
観
」
、
廉
見
高
年
氏

「
ブ
ル
久
ハ
ル
ト
に
於
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
」
、
前
川
貞
次
郎
氏
「
、
、
、
シ
ュ
レ
」

と
そ
の
『
世
界
史
序
説
』
、
評
者
の
「
ト
レ
ル
チ
に
於
け
る
廠
史
主
義
の
問

．
願
ご
、
井
上
肇
氏
「
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
に
於
け
る
漣
績
性
の
理
念
」
あ
り
《
次

い
で
宗
教
史
關
係
の
も
の
と
し
て
、
村
田
数
之
亮
氏
「
、
ミ
ケ
」
ネ
的
『
英
雄

崇
辞
』
に
つ
い
て
」
、
岡
島
誠
太
郎
氏
「
昼
型
ハ
㍗
ー
ル
を
通
じ
て
残
る
埃
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

宗
教
の
一
考
察
」
、
水
川
淵
二
氏
「
中
世
初
期
に
於
け
る
尊
父
崇
敬
の
攣
貌
」
、

富
木
健
糊
氏
「
ζ
岬
夢
〇
白
く
。
昌
≦
Φ
H
籠
。
H
”
費
○
ぴ
江
σ
q
開
。
淳
を
讃
み
て
」
、
が
あ

る
。
更
に
纏
濟
史
に
は
、
鈴
木
取
高
氏
「
中
世
商
業
の
性
賀
㌔
酒
弁
克
E
氏

「
資
本
主
農
概
念
再
聴
講
の
意
義
」
、
上
之
親
夫
氏
「
マ
ー
カ
ソ
テ
ィ
リ
ス
ト
の

・
目
由
思
想
」
｛
思
想
史
に
、
中
肉
治
一
氏
「
二
つ
の
雁
史
主
嚢
」
、
會
田
雄
次
氏

「
ル
ネ
サ
ン
ス
慰
主
論
の
一
性
格
」
、
政
治
外
交
史
關
係
の
も
の
に
、
戦
田
妻

氏
二
割
六
〇
三
分
英
佛
通
商
條
約
と
佛
粥
西
」
、
今
津
晃
氏
采
西
職
爺
と

艶
ッ
キ
ソ
レ
ー
し
が
あ
る
。
三
三
す
る
に
、
一
般
に
思
想
史
的
精
瀞
吏
的
問

題
叉
は
そ
れ
に
似
た
取
り
扱
ひ
方
が
支
醗
的
傾
向
た
る
熟
を
示
し
、
臓
っ
疇

第
二
十
九
巷
　
第
四
號

す
σ

代
別
に
見
れ
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
の
近
代
史
研
究
が
牛
以
上
を
占
め
、
そ

こ
に
碧
き
入
々
の
近
代
史
へ
の
闘
心
の
強
さ
を
物
語
る
も
の
が
あ
る
。

　
我
々
は
現
在
有
史
藩
邸
未
曾
君
の
大
繊
爾
を
戦
っ
て
居
る
。
献
立
完
勝
の

道
が
、
箪
な
る
一
局
部
の
職
闘
に
執
は
れ
ざ
る
全
局
面
の
綜
合
的
湖
察
を
侯

っ
て
初
め
て
打
開
さ
れ
る
事
は
、
畢
凡
な
眞
理
で
あ
り
な
が
ら
、
北
ハ
の
實
行

は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。
我
々
は
個
人
の
日
常
生
活
に
於
い
て
す
ら
、
穫

々
た
る
一
面
し
か
見
得
な
い
挾
院
な
施
策
が
如
何
に
有
害
で
あ
る
か
を
痛
感

し
て
履
る
。
況
や
國
家
酒
年
の
大
計
は
、
爲
政
者
の
最
も
廣
い
醜
野
と
最
も

深
い
洞
見
と
を
不
可
倣
の
要
件
ど
す
る
導
、
こ
㌧
に
講
論
す
る
を
要
せ
ぬ
。

三
家
の
糠
界
史
的
聯
關
性
を
忘
却
し
だ
近
親
M
眼
納
察
理
乙
部
善
酌
な
國
政
蓮

瞥
の
方
途
が
國
家
に
と
り
如
何
に
角
瞼
で
あ
る
か
は
、
世
界
史
の
あ
ら
ゆ
る

頁
に
其
の
鋤
謹
が
刻
さ
れ
て
膚
る
。
か
』
る
意
味
に
於
い
て
西
洋
史
研
究
は

學
的
研
究
と
し
て
の
意
義
を
越
え
て
、
國
罠
斉
麿
に
高
遍
な
る
無
識
と
擾
微

せ
る
洞
察
力
と
を
植
ゑ
付
け
る
好
箇
の
鞍
尻
と
し
て
再
説
鞠
家
に
役
立
つ
も

の
で
あ
り
又
役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
研
究
胸
内
の
薄
暗
い
警
防
の
下
、
一
見

迂
遠
に
見
え
る
孜
々
た
る
共
の
研
究
か
ら
生
れ
る
業
績
は
、
共
の
儘
國
家
を

動
か
す
原
動
力
た
る
可
ぎ
も
の
、
艶
姿
洋
史
才
能
』
に
結
副
賄
せ
る
京
大
西
洋
史

研
究
室
の
學
的
成
果
は
、
畢
術
椿
瀞
に
徹
す
る
事
が
直
ち
に
國
家
に
勤
す
る

最
大
の
寄
典
を
成
す
事
賢
の
好
き
典
型
と
な
る
も
㊨
で
あ
る
。
（
日
黒
書
店
刊

行
・
定
債
丑
閥
四
拾
銭
〉
（
譲
尉
正
夫
）

　
満
洲
・
支
那
へ
世
界
地
理
政
治
大
系
）
　
米
倉
二
郎
著

備
洲
∵
支
那
を
論
ず
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
謡
講
は
よ
く
東
洋

（41S）


